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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　操作部と、
　前記操作部の先端側に長手軸周りに回動可能に連結された挿入部と、
　前記挿入部の基端部に設けられ前記挿入部の回動を前記長手軸の方向の変位に変換する
変換部と、
　前記変換部に当接される先端部を有し、前記先端部から前記長手軸に沿って基端側に延
出される第１の延出部と、第１端が前記第１の延出部の基端部に連設されるとともに前記
長手軸の方向とは直交する方向にオフセットされたオフセット部と、前記オフセット部の
第２端に連設されるとともに前記長手軸に沿って基端側に延出される第２の延出部と、が
設けられ、前記変換部により生じた前記変位を前記第１の延出部、前記オフセット部およ
び前記第２の延出部を介して前記長手軸の方向に伝達する伝達部と、
　前記操作部に配設され、前記第２の延出部に伝達された前記変位を検出する検出センサ
と、
　を具備することを特徴とする内視鏡。
【請求項２】
　前記変換部は、先端側が前記挿入部に連結され、基端側は前記長手軸に対して所定の角
度をなして形成された環状の斜面を有し、前記挿入部の回動により該斜面が回動すること
を特徴とする請求項１に記載の内視鏡。
【請求項３】
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　前記伝達部は、前記先端部が前記変換部の前記斜面に向けて付勢されて当接されると共
に、前記斜面の回動に応じて前記長手軸方向に位置が変化して前記検出センサにより位置
検出される被検出部を備えたことを特徴とする請求項２に記載の内視鏡。
【請求項４】
　前記伝達部は、付勢ばねにより前記長手軸の先端方向に付勢されていることを特徴とす
る請求項３に記載の内視鏡。
【請求項５】
　前記変換部は、先端側が前記挿入部に連結され、基端側の周面上には前記長手軸に対し
て所定の角度をなして形成された傾斜カム溝を有し、
　前記伝達部は、前記傾斜カム溝にカム結合するカムフォロワを有し、
　前記挿入部の回動により前記カムフォロワが前記傾斜カム溝に沿って移動するのに伴っ
て、前記伝達部が長手軸方向に変位することを特徴とする請求項１に記載の内視鏡。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、操作部に対して挿入部が挿入軸周りに回動自在に構成された内視鏡に関す
るものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来、細長管形状の挿入部を有して構成される内視鏡は、例えば医療分野や工業用分野
等において広く利用されている。このうち、医療分野において用いられる医療用内視鏡は
、挿入部を被検体、例えば生体の体腔内に挿入して臓器等を観察したり、必要に応じて当
該臓器等に対し内視鏡に具備される処置具挿通チャンネル内に挿入した処置具を用いて各
種の処置を施すことができるように構成されている。また、工業分野において用いられる
工業用内視鏡は、挿入部を被検体、例えばジェットエンジンや工場配管等の装置若しくは
設備内部に挿入して、当該被検体内の状態、例えば傷や腐蝕等の状態観察や検査等を行う
ことができるように構成されている。
【０００３】
　従来の内視鏡において、可撓性を有する挿入部は、先端側から順に先端部，湾曲部，可
撓管部が連設されて構成されているのが一般である。この場合、挿入部の基端部には、操
作者が保持し、各種の操作を行う操作部材を複数配設して形成される操作部が配設される
構成となっている。
【０００４】
　従来形態の内視鏡において、例えば呼吸器系に用いられる内視鏡は、挿入部の細径化の
ために二方向の湾曲操作を可能とする湾曲機構を備えた湾曲部を設けたものが主流となっ
ており、近年においては、さらに挿入性の向上を目的として、操作部に対して挿入部を挿
入軸周りに回動自在とするための挿入部回動機構を備えたものが種々提案され、また実用
化されている。
【０００５】
　一方、この種の従来の内視鏡、即ち二方向湾曲機構と挿入部回動機構を備えた軟性の内
視鏡を使用する場合、使用者（ユーザ）は、湾曲部を湾曲させる操作と、挿入部を回動さ
せる操作とを繰り返すことによって、挿入部を管腔内深部の目的部位に挿入する作業を行
う。この場合において、例えば挿入部を回動操作した場合の湾曲方向は、挿入部が中立位
置にあるときの湾曲方向に対して回動操作した角度分だけズレが生じることになる。この
ことから、使用者（ユーザ）は、挿入部を回動操作したときには、回動操作部材の回動方
向の位置を目視確認する等によって、挿入部の回動角度を確認する必要があった。
【０００６】
　そのために、使用者（ユーザ）は、手技の途中で手元の回動操作部材を目視するために
内視鏡画像（モニタ表示画面）の観察を中断せざるを得ない状況になる場合がある。また
、使用者（ユーザ）が手元の回動操作部材の目視確認をせずに湾曲操作を行った場合には
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、意図した方向への湾曲操作を行うことができないといった状況が生じることもある。
【０００７】
　そこで、従来の挿入部回動機構を備えた内視鏡においては、回動操作部材による挿入部
の回動量を検出するための回動量検出部材（センサ）を備えたものが、例えば日本国特許
公開２０１５－１００５６０号公報等によって種々提案されている。
【０００８】
　上記日本国特許公開２０１５－１００５６０号公報によって開示されている内視鏡は、
長尺な挿入部の基端側に操作部が連結し、上記挿入部と上記操作部との接続部分には、上
記挿入部と一体に構成された円環状の挿入部回動操作部材が設けられている。この挿入部
回動操作部材を挿入軸周りに回動させると、当該挿入部回動操作部材と共に、上記挿入部
の基端部に設けられた挿入部口金が回動するように構成されている。そして、当該内視鏡
においては、さらに、当該挿入部口金の回動量を検出する回動量検出センサを具備して構
成されている。この場合において、上記回動量検出センサと、操作部の内部構造物との干
渉を避けるために、回動量検出センサの一部を覆うカバー部材が設けられている。
【０００９】
　ところが、上記日本国特許公開２０１５－１００５６０号公報等によって開示されてい
る内視鏡においては、挿入部（挿入部口金）の回動量を検出するための回動量検出センサ
と、操作部の内部構造物との干渉を避けるために、上記回動量検出センサの一部を覆うカ
バー部材を設ける必要があることから、内視鏡の小型化を阻害してしまうという問題点が
ある。
【００１０】
　本発明は、上述した点に鑑みてなされたものであって、その目的とするところは、挿入
部の二方向の湾曲操作を可能とする二方向湾曲機構を有すると共に、操作部に対して挿入
部を挿入軸周りに回動自在とする挿入部回動機構を備えた軟性の内視鏡において、挿入部
の回動量を検出するための回動量検出センサユニットを、操作部の内部空間に配設しなが
らも、内視鏡の小型化を実現しかつ組立性の向上にも寄与し得る内視鏡を提供することで
ある。
【発明の開示】
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　上記目的を達成するために、本発明の一態様の内視鏡は、操作部と、前記操作部の先端
側に長手軸周りに回動可能に連結された挿入部と、前記挿入部の基端部に設けられ前記挿
入部の回動を前記長手軸の方向の変位に変換する変換部と、前記変換部に当接される先端
部を有し、前記先端部から前記長手軸に沿って基端側に延出される第１の延出部と、第１
端が前記第１の延出部の基端部に連設されるとともに前記長手軸の方向とは直交する方向
にオフセットされたオフセット部と、前記オフセット部の第２端に連設されるとともに前
記長手軸に沿って基端側に延出される第２の延出部と、が設けられ、前記変換部により生
じた前記変位を前記第１の延出部、前記オフセット部および前記第２の延出部を介して前
記長手軸の方向に伝達する伝達部と、前記操作部に配設され、前記第２の延出部に伝達さ
れた前記変位を検出する検出センサと、を具備する。
【００１３】
　本発明によれば、挿入部の二方向の湾曲操作を可能とする二方向湾曲機構を有すると共
に、操作部に対して挿入部を挿入軸周りに回動自在とする挿入部回動機構を備えた軟性の
内視鏡において、挿入部の回動量を検出するための回動量検出センサユニットを、操作部
の内部空間に配設しながらも、内視鏡の小型化を実現しかつ組立性の向上にも寄与し得る
内視鏡を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】本発明の第１の実施形態の内視鏡を含む内視鏡システムの全体構成を示す概略斜
視図
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【図２】図１の内視鏡における操作部において外装部材を取り除いて、その内部構成を示
す図
【図３】図２の［３］－［３］線に沿う断面図
【図４】図２に示す状態からさらに回動操作部材及び折れ止め部材を取り除き操作部内に
おける挿入部口金と回動量検出センサユニットの配置を示す内部構成図
【図５】図１の内視鏡における挿入部口金及び回動量検出センサユニットのみを取り出し
て拡大して示す図であって、図６の矢印符号［５］方向から見た面を示す図
【図６】図１の内視鏡における挿入部口金及び回動量検出センサユニットのみを取り出し
て拡大して示す図であって、図４，図５の矢印符号［６］方向から見た面を示す図
【図７】本発明の第２の実施形態の内視鏡における挿入部口金と、回動量検出センサユニ
ットに含まれるシャフト部材の一部を拡大して示す要部拡大図
【図８】図７の挿入部口金を別方向から見た図
【図９】本発明の第３の実施形態の内視鏡における操作部において外装部材を取り除いて
、その内部構成を示す図
【図１０】図９の［１０］－［１０］線に沿う断面図
【図１１】図９に示す状態からさらに回動操作部材及び折れ止め部材を取り除き操作部内
における挿入部口金と回動量検出センサユニットの配置を示す内部構成図
【図１２】図９の内視鏡における挿入部口金及び回動量検出センサユニットのみを取り出
して拡大して示す図
【図１３】操作部に対して挿入部が挿入軸周りに回動自在に構成された内視鏡において、
回動操作部材による挿入部の回動量を検出するための回動量検出手段の構成例についての
第１の形態の内視鏡を示す図
【図１４】操作部に対して挿入部が挿入軸周りに回動自在に構成された内視鏡において、
回動操作部材による挿入部の回動量を検出するための回動量検出手段の構成例についての
第２の形態の内視鏡を示す図
【発明を実施するための最良の形態】
【００１５】
　以下、図示の実施の形態によって本発明を説明する。以下の説明に用いる各図面は模式
的に示すものであり、各構成要素を図面上で認識可能な程度の大きさで示すために、各部
材の寸法関係や縮尺等を各構成要素毎に異ならせて示している場合がある。したがって、
本発明は、これら各図面に記載された構成要素の数量，構成要素の形状，構成要素の大き
さの比率，各構成要素の相対的な位置関係等に関し、図示の形態のみに限定されるもので
はない。
【００１６】
　［第１の実施形態］
　図１は、本発明の第１の実施形態の内視鏡を含む内視鏡システムの全体構成を示す概略
斜視図である。図２は、本実施形態の内視鏡における操作部において外装部材を取り除い
て、その内部構成を示す図である。図３は、図２の［３］－［３］線に沿う断面図である
。図４は、本実施形態の内視鏡における操作部において、図２に示す状態からさらに回動
操作部材及び折れ止め部材を取り除き操作部内における挿入部口金と回動量検出センサユ
ニットの配置を示す内部構成図である。図５，図６は、本実施形態の内視鏡における挿入
部口金及び回動量検出センサユニットのみを取り出して拡大して示す図である。このうち
図５は図４と同じ面（図６の矢印符号［５］方向から見た面）を示している。また図６は
図４，図５の矢印符号［６］方向から見た面を示している。
【００１７】
　まず、本発明の第１の実施形態の内視鏡を含む内視鏡システムの全体構成について、図
１を用いて以下に簡単に説明する。
【００１８】
　図１に示すように、本実施形態の内視鏡システム１は、内視鏡２と、光源装置３と、ビ
デオプロセッサ４と、表示装置５とによって主に構成されている。
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【００１９】
　内視鏡２は、挿入部１１と、挿入部１１の基端に連設される操作部１２と、操作部１２
から延出されるユニバーサルケーブル１３とを備えて構成されている。
【００２０】
　挿入部１１は、細長で可撓性を有し、操作部１２の先端側に長手軸周りに回動可能に連
結されている。この挿入部１１は、先端部２１と、湾曲部２２と、一端が湾曲部２２の基
端に連設され他端が操作部１２の先端に連設され細長で長尺の管状部材からなる可撓管部
２３とによって主に構成されている。
【００２１】
　先端部２１は、挿入部１１の最先端部に設けられ、硬質部材によって形成されていて、
内部に、観察光学系及び撮像素子等を含む撮像ユニット等の構造物が収納配置されている
。また、先端部２１の前面には、挿入部１１に挿通配置されている処置具挿通チャンネル
（不図示）の先端側開口が設けられている。
【００２２】
　湾曲部２２は、上記先端部２１の基端に連設されており、操作部１２からの所定の操作
を受けて、例えば上下二方向に湾曲する二方向湾曲機構を備えて構成されている。
【００２３】
　可撓管部２３は、一端（先端側）が湾曲部２２の基端部に連設されており、他端（基端
側）が操作部１２の先端部に連設された細長で長尺で可撓性を有する管状部材によって形
成されている。
【００２４】
　なお、挿入部１１の各構成部については、本発明の要旨に直接関連する部分ではないの
で、これらの構成については、従来一般的な内視鏡、例えば気管支用若しくは尿道用内視
鏡において適用されているものと同様の構成を有しているものとして、その詳細説明及び
図示を省略する。
【００２５】
　操作部１２は、把持部２４と、湾曲操作レバー２５と、挿入部を回動操作するための挿
入部回動操作ダイヤル２６と、処置具挿通チャンネル（不図示）に連通している処置具挿
入口２７と、折れ止め部２８等を有して構成されている。
【００２６】
　把持部２４は、当該内視鏡２の使用者（ユーザ）が把持する部位であって、当該操作部
１２の外装部材として機能し、内部に各種の構造物を内蔵する空間を備える筐体である。
この把持部２４の外面上には、複数の操作部材が設けられている。この複数の操作部材と
しては、例えば湾曲操作レバー２５や、挿入部回動操作ダイヤル２６等がある。このうち
、例えば湾曲操作レバー２５は、不図示の二方向湾曲機構に作用して湾曲部２２を例えば
上下二方向に湾曲させるための操作部材である。
【００２７】
　上記湾曲操作レバー２５についていま少し詳しく説明する。例えば、使用者（ユーザ）
は、把持部２４を把持した手の指のうち、例えば親指を湾曲操作レバー２５にかけて、こ
れを所定の方向、例えば図１に示す中立位置の状態から、図１の矢印符号［Ｕ］で示す上
方向又は同図１の矢印符号［Ｄ］で示す下方向に回動させる操作を行う。すると、このよ
うな操作を行うことによって、当該湾曲操作レバー２５は、不図示の湾曲機構に作用して
、湾曲部２２を上方向又は下方向の二方向のいずれかに湾曲させることができるように構
成されている。
【００２８】
　また、挿入部回動操作ダイヤル２６は、挿入部１１を挿入軸周りに回動させるための挿
入部回動機構（図１には不図示。後述する）の一部を構成し、当該挿入部回動機構に作用
する操作部材である。この挿入部回動操作ダイヤル２６は、挿入部１１と操作部１２との
連設部位近傍に設けられ、操作部１２の先端部分と、挿入部１１の基端部分に設けられる
挿入部口金（図１では不図示。図３～図６の符号３０参照。詳細後述）とを覆うように設
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けられている。挿入部回動操作ダイヤル２６は、挿入部１１に対し挿入部口金３０（後述
）を介して一体となるように構成されている。したがって、使用者（ユーザ）は、上記挿
入部回動操作ダイヤル２６を、挿入軸周りに回動させる操作を行うことにいって、挿入部
１１を操作部１２に対して挿入軸周りに回動させることができるように構成されている。
【００２９】
　処置具挿入口２７は、把持部２４の先端寄りの部位において側面に突出するように設け
られ、当該把持部２４の内部、即ち操作部１２の内部において処置具挿通チャンネル（不
図示）に連通している開口部である。この処置具挿通チャンネルは、操作部１２から挿入
部１１内へと延出し、当該挿入部１１を軸方向に挿通配置される管状部材である。したが
って、上記処置具挿入口２７から細長の処置具（不図示）等を挿入すれば、当該処置具（
不図示）は、処置具挿通チャンネル内を挿通した後、その先端が上記挿入部１１の先端部
２１の先端側開口より前方へと突出させることができるように構成されている。
【００３０】
　折れ止め部２８は、上記挿入部１１と上記操作部１２との連設部位に設けられ、当該部
位における挿入部１１の外面を覆うことによって、挿入部１１が折れ曲がってしまうこと
を抑止する役目をしている。そのために、折れ止め部２８は、挿入部１１の可撓性よりも
硬質な管状部材によって形成されている。なお、折れ止め部２８は、その断面が先端に向
けてテーパー状に形成されている。
【００３１】
　ユニバーサルケーブル１３は、上述したように操作部１２から延出される可撓性を有す
るチューブ状部材である。このユニバーサルケーブル１３の内部には、上記挿入部１１及
び上記操作部１２の内部に挿通されている各種信号ケーブルやライトガイドケーブル等（
不図示）が挿通されている。
【００３２】
　上記ユニバーサルケーブル１３の先端部には、光源用コネクタ１４が設けられている。
この光源用コネクタ１４は光源装置３の照明光供給口に対し着脱自在に接続される。した
がって、光源装置３の照明光供給口から出射する照明光は、光源用コネクタ１４を介して
ライトガイドケーブルの入射端部に供給された後、当該ライトガイドケーブルを介して挿
入部１１の先端部２１の前面の照明窓より出射されるように構成されている。
【００３３】
　また、光源用コネクタ１４からは、信号ケーブル１５が延出しており、この信号ケーブ
ル１５の先端には信号用コネクタ１６が設けられている。そして、この信号用コネクタ１
６は、ビデオプロセッサ４の接続口に対し着脱自在に接続される。これにより、例えば挿
入部１１の先端部２１の撮像ユニットから延出される信号線や、操作部１２内の回路基板
等から延出される信号線等が、上記ビデオプロセッサ４と電気的に接続されている。
【００３４】
　光源装置３は、内視鏡２に対し照明光を供給するための光源を備えた構成ユニットであ
る。
【００３５】
　ビデオプロセッサ４は、内視鏡２における撮像ユニット等の駆動制御を含み、当該内視
鏡システム１の各構成部を統括的に制御する制御回路を備えた制御処理部として機能する
と共に、上記撮像ユニットによって取得された映像信号を受けて所定の映像信号処理等を
行う信号処理部として機能する信号処理及び制御処理ユニットである。またさらに、ビデ
オプロセッサ４は、後述する回動量検出センサユニット４０による検出結果（シャフト部
材４２（伝達部）の変位量等）に基いて挿入部１１の回動角度を演算して信号として出力
する演算装置としても機能する。
【００３６】
　表示装置５は、上記撮像ユニットによって取得され、上記ビデオプロセッサ４において
処理された映像信号を受けて、体腔内の患部等の映像、即ち内視鏡画像を表示するための
構成ユニットである。この表示装置５の表示画面においては、図１に示すように、例えば
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上記内視鏡画像を表示するための画像表示領域５ａと、この画像表示領域５ａ以外の領域
において、各種の情報を表示する情報表示領域５ｂ等がある。ここで、情報表示領域５ｂ
に表示される情報としては、例えば表示中の内視鏡画像に関連する各種の情報であって、
具体的には例えば患者情報等や、表示中の内視鏡画像に関する各種設定値等の情報や、使
用中の内視鏡２の先端部の位置情報，方向情報等のほか、上記挿入部１１を上記挿入部回
動操作ダイヤル２６を用いて回動操作を行ったときの挿入部１１の回動量に応じた回動角
度情報や回動方向情報等がある。
【００３７】
　以上のように、本実施形態の内視鏡システム１は構成されている。なお、内視鏡システ
ムにおけるその他の構成については、本実施形態の要旨に直接関連しない部分であるので
、その説明は省略し、従来の内視鏡の構成に準じて構成されているものとする。
【００３８】
　次に、本実施形態の内視鏡における挿入部回動機構及び回動量検出センサユニットの構
成を、図２～図６を用いて以下に詳述する。
【００３９】
　本実施形態の内視鏡２の操作部１２の把持部２４の内部空間には、板状のメインフレー
ム３１が当該把持部２４の内側固定部（不図示）に対して固設されている。このメインフ
レーム３１には、各種の構造物がそれぞれ所定の位置に固定配置されている。ここで、メ
インフレーム３１において、挿入部１１と操作部１２との接続部分の近傍には、挿入部回
動機構及び回動量検出センサユニット４０が配設されている。
【００４０】
　上記挿入部回動機構は、主に図３に示すように、挿入部口金３０と、挿入部ハウジング
３２と、操作部口金３３と、第１環状部材３４と、第２環状部材３５等を有して構成され
る。
【００４１】
　挿入部口金３０は、挿入部１１の基端部に設けられ、挿入部１１の回動を長手軸に沿う
方向の変位に変換する変換部として機能する構成部材である。
【００４２】
　即ち、挿入部口金３０は、略円筒状に形成され、かつ長軸方向の両端部に開口を有して
形成されている。この挿入部口金３０は、操作部１２の内部において、挿入部口金３０の
中心軸、即ち挿入部１１の回動軸Ａｘ（後述する図５，図６参照）と、操作部１２の長軸
方向とが略一致するように配設されている。そして、挿入部口金３０の一端（先端側）は
、挿入部１１（の可撓管部２３）の基端部に連結されている。この構成により、挿入部口
金３０の一端（先端側）から可撓管部２３が延出する形態となっている。
【００４３】
　挿入部口金３０の外周側には挿入部ハウジング３２が配設されている。この挿入部ハウ
ジング３２の外周側には、挿入部回動操作ダイヤル２６が配設されている。そして、この
挿入部回動操作ダイヤル２６の先端側に折れ止め部２８が配設されている。
【００４４】
　また、挿入部口金３０の他端（基端側）の開口の外周縁は、上記長軸に対して傾いた環
状の傾斜面３０ａを有するように形成されている（図３，図４参照）。詳細は後述するが
、上記挿入部口金３０においては、当該傾斜面３０ａが設けられていることによって、挿
入部１１の回動を長手軸に沿う方向（長軸方向）の変位に変換する変換部として機能する
。ここで、例えば挿入部口金３０（変換部）は、挿入部１１の回動量を該回動量と比例す
る比例回動量に変換する。
【００４５】
　一方、操作部１２の内部において先端寄りの部位には、略円筒形状で長軸方向両端に開
口を有して形成される操作部口金３３が配設されている。この操作部口金３３の先端部の
内側には、上記挿入部口金３０の他端（基端側）が内挿嵌合している。そして、当該操作
部口金３３の基端側の外周には把持部２４が設けられている。この場合において、挿入部
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口金３０は、操作部口金３３に対して長軸周りに（挿入部口金３０の回動軸Ａｘ周りに；
図５，図６参照）回動自在となるように、かつ長軸方向（回動軸Ａｘに沿う方向）には移
動しないように配設されている。
【００４６】
　さらに、操作部口金３３の中心軸方向（上記回動軸Ａｘと同方向）の中程の部位の外周
側には、第１環状部材３４が把持部２４と挿入部回動操作ダイヤル２６との間に挟まれる
ように配設されている。第１環状部材３４の外周側には、第２環状部材３５の基端部が固
定されている。これにより、第１環状部材３４には、第２環状部材３５を介して指標リン
グ２９が外挿固定されている。この指標リング２９は、上記挿入部回動操作ダイヤル２６
の回動位置を確認するための指標が設けられた部材である。
【００４７】
　なお、当該内視鏡２において、上記操作部１２と上記挿入部１１との接続部位において
は、その内部に各種信号ケーブル，湾曲ワイヤ，ライトガイド，鉗子チャンネル等（不図
示）が挿通配置されている。この接続部分において、挿入部口金３０と挿入部ハウジング
３２との間、挿入部ハウジング３２と挿入部回動操作ダイヤル２６との間、挿入部回動操
作ダイヤル２６と第２環状部材３５との間、第２環状部材３５と第１環状部材３４との間
、第１環状部材３４と操作部口金３３との間には、複数のＯリング等が配設されている。
これにより、当該操作部１２は、外部に対し水密となるように構成されている。
【００４８】
　このような構成により、使用者（ユーザ）が挿入部回動操作ダイヤル２６を指標リング
２９に対して相対的に回動させると、挿入部回動操作ダイヤル２６と共に、挿入部口金３
０，挿入部ハウジング３２，折れ止め部２８，可撓管部２３が、一斉に挿入部１１の長軸
周りに共に回動する。しかしながら、挿入部回動操作ダイヤル２６が操作部１２に対して
回動させられた場合、操作部口金３３，第１環状部材３４，第２環状部材３５，指標リン
グ２９は回動しない状態（操作部１２の固定部に対して固定された状態）となっている。
【００４９】
　他方、回動量検出センサユニット４０は、主に図５，図６に示すように（図２～図４も
参照）、回動量検出センサ４１と、シャフト部材４２と、付勢ばね４３等によって主に構
成されている。このうち回動量検出センサ４１は、上記メインフレーム３１上に搭載配置
されている。この回動量検出センサ４１は、被検出部であるツマミ部４１ａを有しており
、このツマミ部４１ａは当該回動量検出センサ４１の長軸方向（図５，図６の矢印Ｘ１方
向）にスライド移動し得るように構成されている。この場合において、当該ツマミ部４１
ａは、緊縮性を有する付勢部材であって、例えばコイルばね等によって形成される付勢ば
ね４３の付勢力を受けて図５，図６に示す矢印Ｘ１方向、即ち挿入部１１の先端側に向け
て（シャフト部材４２（伝達部；後述する）の先端部が挿入部口金３０（変換部）の傾斜
面３０ａに向けて）常に付勢されている。上記回動量検出センサ４１は、ツマミ部４１ａ
の長軸方向における変位と、同長軸方向における移動方向を検出するセンサである。つま
り、回動量検出センサ４１は、操作部１２に配設されており、シャフト部材４２（伝達部
）により伝達された変位を検出する検出センサである。
【００５０】
　上記ツマミ部４１ａには、シャフト部材４２の一端４２ａが係止されている。シャフト
部材４２は、上記挿入部口金３０の回動軸Ａｘと平行となる方向に延出するように配置さ
れる棒状部材である。このシャフト部材４２の他端４２ｃは、上記挿入部口金３０の傾斜
面３０ａの端面に当接するように配置されている。このような構成によって、挿入部口金
３０が回動軸Ａｘ周りに、つまり図５，図６の矢印Ｒ方向に回動すると、上記傾斜面３０
ａが同方向に回動するので、シャフト部材４２の他端４２ｃは、挿入部口金３０の傾斜面
３０ａの端面に常に当接しつつ、挿入部口金３０の傾斜面３０ａの端面上を相対的に移動
する。
【００５１】
　挿入部口金３０は、回動軸Ａｘ周りに（矢印Ｒ方向）回動するが、回動軸Ａｘに沿う方
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向（矢印Ｘ方向）へは移動しないように配設されている。したがって、これにより、当該
シャフト部材４２は、回動軸Ａｘに沿う方向に、つまり図５，図６の矢印Ｘ方向に移動す
る。つまり、挿入部口金３０は、挿入部１１の基端部に設けられ、挿入部１１の回動を長
手軸に沿う方向の変位に変換する変換部である。そして、シャフト部材４２は、挿入部口
金３０（変換部）により生じた（長手軸に沿う方向の）変位を長手軸方向に伝達する伝達
部として機能する構成部材となっている。ここで、例えばシャフト部材４２（伝達部）は
、上記挿入部口金３０（変換部）により生じた比例回動量を伝達する構成部である。
【００５２】
　なお、本実施形態において示す例では、シャフト部材４２は、その長軸方向（回動軸Ａ
ｘと同方向）の中途部分において、当該長軸方向とは直交する方向にオフセットするオフ
セット部４２ｂを有するように形成されている。このようにオフセット部４２ｂを形成す
ることによって、シャフト部材４２の一端４２ａの上記回動軸Ａｘに対する位置と、他端
４２ｃの上記回動軸Ａｘに対する位置とが異なる位置となるように設定することができる
。つまり、このことは、シャフト部材４２の一端４２ａに係止される回動量検出センサ４
１のツマミ部４１ａの配置を、長軸に直交する平面内において任意の位置に配置するため
の工夫である。
【００５３】
　上述したように、シャフト部材４２は、その他端４２ｃを挿入部口金３０の傾斜面３０
ａの端面に常に当接させた状態で、上記挿入部口金３０の回動軸Ａｘと平行に延出させる
ように配置されるのが望ましい。しかしながら、上記挿入部口金３０の回動軸Ａｘ近傍に
は、例えば処置具挿通チャンネル等の内部構造物が密に配置されていることから、これら
の内部構造物と上記シャフト部材４２との干渉を避ける必要がある。そこで、本実施形態
のシャフト部材４２においては、上述したように、上記オフセット部４２ｂを設けること
で、上記シャフト部材４２と内部構造物との干渉を避けると共に、当該シャフト部材４２
がスムースに所定の方向（矢印Ｘ方向）への移動がなされるように構成している。
【００５４】
　なお、シャフト部材４２にオフセット部を設ける形態のほかにも、同様の目的効果を得
るための別の形態は種々考えられる。例えば、シャフト部材４２を回動軸Ａｘに対して傾
斜角度を有するように斜めに配置するような形態でもよい。
【００５５】
　なお、操作部１２内における回動量検出センサ４１の配置は、例えば上記処置具挿入口
２７や上記挿入部口金３０等の配設部位から離れた位置にあるのが望ましい。即ち、上記
処置具挿入口２７や上記挿入部口金３０等の近傍に回動量検出センサ４１を配置した場合
、処置具チャンネルに挿通される処置具等の体腔内への挿抜によって汚れが付着する可能
性がある。そのために、本実施形態においては、操作部１２内における回動量検出センサ
４１は、上記挿入部口金３０等から長軸方向に離れた位置に配置している。この場合にお
いて、回動量検出センサ４１の配置は、上記挿入部口金３０の回動を伝えるシャフト部材
４２の長軸方向の長さを変更するのみで任意に設定し得る。
【００５６】
　このように構成された本実施形態の内視鏡２の作用を、以下に説明する。まず、使用者
（ユーザ）は、一方の手によって操作部１２の把持部２４を握る。このとき、任意の指先
、例えば親指を湾曲操作レバー２５にかけた状態とする。この状態で、湾曲操作レバー２
５を上記矢印符号［Ｕ］又は矢印符号［Ｄ］方向に操作すると、挿入部１１の湾曲部２２
は上下二方向のいずれかに湾曲する。
【００５７】
　また、使用者（ユーザ）は、この状態において、他方の手を用いて挿入部回動操作ダイ
ヤル２６の回動操作を行う。すると、挿入部１１は、挿入部回動操作ダイヤル２６の回動
操作方向に回動する。
【００５８】
　このとき、挿入部回動操作ダイヤル２６の回動操作に伴って挿入部口金３０も同方向に
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回動している。上述したように、挿入部口金３０が同方向、即ち回動軸Ａｘ周りに回動す
ると、シャフト部材４２を介して回動量検出センサ４１のツマミ部４１ａが矢印Ｘ方向に
移動する。
【００５９】
　つまり、挿入部口金３０が回動するのに伴って、傾斜面３０ａに先端が常に当接するシ
ャフト部材４２は、矢印Ｘ方向に移動する。即ち、挿入部口金３０の傾斜面３０ａは、当
該挿入部口金３０の回動軸Ａｘ周りの回動動作を、シャフト部材４２の長軸方向（Ｘ方向
）の往復動作に変換する役目をしている。
【００６０】
　この場合において、ツマミ部４１ａは、挿入部１１の回動量に応じて長軸方向に所定量
だけ移動する。また、ツマミ部４１ａの長軸方向における移動方向は、挿入部回動操作ダ
イヤル２６の回動方向に対応する。回動量検出センサ４１は、ツマミ部４１ａの移動量及
び移動方向に対応する信号を検出する。回動量検出センサ４１の出力は、所定の信号ケー
ブルを介してビデオプロセッサ４内の制御回路へと伝送される。ビデオプロセッサ４の制
御回路においては、上記回動量検出センサ４１の出力を受けて所定の演算処理等を行って
、挿入部回動操作ダイヤル２６の回動動作に対応する回動量（に応じた回動角度）や回動
方向についての値を算出する。そして、その演算結果を表示装置５の表示画面の所定の領
域、即ちメインとなる内視鏡画像の表示領域以外であって、近傍の所定の領域に表示する
ための制御処理を行う。このときの表示形態としては、例えば単に文字及ぶ数値を表示す
るといった形態のほか、視覚的に理解しやすい形態の表示、例えばアニメーション表示な
ど、様々な形態が考えられる。
【００６１】
　このようにして、使用者（ユーザ）が挿入部回動操作ダイヤル２６の回動操作を行うと
、その操作と同時に、表示装置５の表示画面上に、回動操作に対応する回動量及び回動方
向に関する情報が表示される。その情報表示は、回動操作に連動して連続的に変化するの
で、使用者（ユーザ）は、内視鏡画像が表示される表示画面から目を離すことなく、常に
、挿入部回動操作ダイヤル２６の回動操作の状態を把握することができる。
【００６２】
　以上説明したように上記第１の実施形態によれば、挿入部１１の二方向の湾曲操作を可
能とする二方向湾曲機構を有すると共に、操作部１２に対して挿入部１１を挿入軸周りに
回動自在とする挿入部回動機構を備えた軟性の内視鏡２において、挿入部１１の回動量及
び回動方向を検出するための回動量検出センサユニット４０を設け、回動量検出センサユ
ニット４０からの出力に基づいて挿入部１１の回動量及び回動方向に関する情報を表示装
置５の表示画面上に表示するようにしている。
【００６３】
　この場合において、挿入部１１に連設されている挿入部口金３０の回動動作は、当該挿
入部口金３０の傾斜面３０ａによって回動量検出センサユニット４０に含まれるシャフト
部材４２を長軸方向（Ｘ方向）に往復させる動作に変換される。そして、回動量検出セン
サ４１は、上記シャフト部材４２の長軸方向（Ｘ方向）への移動を受けて、その移動量及
び移動方向を検出することによって挿入部口金３０（即ち挿入部１１）の回動量及び回動
方向を検知する。このようにして検知された挿入部口金３０（挿入部１１）の回動量及び
回動方向に関する情報は、表示装置５の表示画面上の内視鏡画像の表示領域の近傍に表示
される。したがって、これにより、使用者（ユーザ）は、内視鏡２の使用中において表示
装置５の表示画面上に表示される内視鏡画像から目を離すことなく、常に挿入部回動操作
ダイヤル２６の回動操作の状態を把握することができる。
【００６４】
　通常の場合、上記挿入部回動操作ダイヤル２６の回動角度を検知するためには、回動検
知センサを挿入部１１の回動軸Ａｘに一致させて配置することが望ましい。しかしながら
、一般的には、挿入部１１の回動軸Ａｘ上には処置具チャンネル等が挿通して配置されて
いる。したがって、この構成で回動検知センサを挿入部１１の回動軸Ａｘ上に配置しよう
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とすると、操作部１２が大型化したり組み立て性を悪化させてしまうという懸念がある。
【００６５】
　そこで、上述した本実施形態のような構成、即ち挿入部口金３０（挿入部１１）の回動
動作を同挿入部口金３０（挿入部１１）の長軸方向への動作に変換する構成を採用するこ
とによって、回動検知センサを使用することなく、容易にかつ確実に挿入部口金３０（挿
入部１１）の回動量及び回動方向を検出することができ、かつ、操作部１２の大型化や組
み立て性の劣化を抑止することができる。
【００６６】
　［第２の実施形態］
　次に、本発明の第２の実施形態の内視鏡及びこの内視鏡を含む内視鏡システムについて
以下に説明する。図７，図８は、本発明の第２の実施形態の内視鏡における挿入部口金と
、回動量検出センサユニットに含まれるシャフト部材の一部を拡大して示す要部拡大図で
ある。
【００６７】
　本実施形態の基本的な構成は、上述の第１の実施形態と略同様であり、挿入部口金３０
Ａの形状と、この挿入部口金３０Ａに連結する回動量検出センサユニットに含まれるシャ
フト部材４２Ａの形態が異なるのみである。したがって、上述の第１の実施形態と異なる
構成についてのみ、以下に詳述し、その他の構成部材については、図面及び説明を省略す
る。また、図面に現れる部分については、上述の第１の実施形態と同じ符号を付して、そ
の説明を省略する。
【００６８】
　本実施形態の内視鏡において採用されている挿入部口金３０Ａは、上述の第１の実施形
態と同様に、略円筒状に形成されかつ長軸方向の両端部に開口を有して形成されている点
においては同様である。しかし、本実施形態の挿入部口金３０Ａにおいては、図７，図８
に示すように、上述の第１の実施形態における挿入部口金３０の傾斜面３０ａが廃されて
おり、その両端の開口周縁部は、当該挿入部口金３０Ａの回動軸Ａｘに対して略直交する
平面に平行に形成されている。
【００６９】
　そして、挿入部口金３０Ａの基端側の周面上には、回動軸Ａｘに対して所定の傾斜角度
を有するカム溝３０Ａａが形成されている。このカム溝３０Ａａは、上述の第１の実施形
態における挿入部口金３０の傾斜面３０ａに相当する構成部である。
【００７０】
　上記カム溝３０Ａａには、シャフト部材４２Ａのカムピン４２Ａａがカム結合している
。即ち、本実施形態の内視鏡の回動量検出センサユニットに含まれるシャフト部材４２Ａ
は、先端部近傍にカムフォロワであるカムピン４２Ａａを有して構成されている。このカ
ムピン４２Ａａは、当該シャフト部材４２Ａの軸方向に直交する方向に突設されるピン形
状部である。
【００７１】
　なお、本実施形態においては、シャフト部材４２Ａの長軸方向への移動をカム溝３０Ａ
ａによって実現するようにしたので、上述の第１の実施形態の回動量検出センサユニット
における付勢ばねは不要である。その他の構成は上述の第１の実施形態と同様である。
【００７２】
　このような構成とした本実施形態の内視鏡においても、挿入部回動操作ダイヤル２６を
回動させると、これに伴って挿入部口金３０Ａが図７，図８の矢印Ｒ方向に回動して挿入
部１１を同方向に回動させる。このときの挿入部口金３０Ａの回動動作は、カムピン４２
Ａａを介してシャフト部材４２Ａへと伝達され、当該シャフト部材４２Ａを図７，図８の
矢印Ｘ方向へと移動させる。
【００７３】
　したがって、これにより、本実施形態による構成においても、上述の第１の実施形態と
同じ作用を実現することができ、同様の効果を得ることができる。さらに、上述の第１の
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実施形態において必要とした付勢ばねを省略することができるので、回動量検出センサユ
ニットの構成についてより一層の簡易化に寄与することができる。
【００７４】
　［第３の実施形態］
　次に、本発明の第３の実施形態の内視鏡及びこの内視鏡を含む内視鏡システムについて
以下に説明する。図９～図１２は、本発明の第３の実施形態を示す図である。このうち、
図９は、本実施形態の内視鏡における操作部において外装部材を取り除いて、その内部構
成を示す図である。図１０は、図９の［１０］－［１０］線に沿う断面図である。図１１
は、本実施形態の内視鏡における操作部において、図９に示す状態からさらに回動操作部
材及び折れ止め部材を取り除き操作部内における挿入部口金と回動量検出センサユニット
の配置を示す内部構成図である。図１２は、本実施形態の内視鏡における挿入部口金及び
回動量検出センサユニットのみを取り出して拡大して示す図である。
【００７５】
　本実施形態の基本的な構成は、上述の第１の実施形態と略同様であり、挿入部回動機構
と回動量検出センサユニットの構成が異なるのみである。したがって、上述の第１の実施
形態と異なる構成についてのみ以下に詳述し、その他の構成部材については、図面及び説
明を省略する。また、図面に現れる部分については、上述の第１の実施形態と同じ符号を
付して、その説明を省略する。
【００７６】
　本実施形態の内視鏡において採用されている挿入部回動機構の基本的な構成は、従来形
態と略同様である。本実施形態においては、従来形態の挿入部口金３０Ｂの基端側に挿入
部回動伝達部材３７が連設されている。この挿入部回動伝達部材３７は、略円筒形状に形
成される部材であって、先端側が挿入部口金３０Ｂの基端側に一体に連結している。した
がって、挿入部回動操作ダイヤル２６の回動操作に応じて挿入部口金３０Ｂが回動軸Ａｘ
周りに回動すると、これに伴って挿入部回動伝達部材３７も同方向に回動するように構成
されている。そして、上記挿入部回動伝達部材３７の基端側外周面には、平歯車形態の第
１ギヤーであるギヤー部３６が形成されている。このギヤー部３６には、後述する回動量
検出センサユニット４０Ｂに含まれるピニオンギヤー４４（詳細後述）が噛合している。
【００７７】
　本実施形態の内視鏡における回動量検出センサユニット４０Ｂは、回動量検出センサ４
１Ｂと、シャフト部材４２Ｂと、ピニオンギヤ－４４と、軸振れ抑止カバー部材４５等に
よって主に構成されている。
【００７８】
　ピニオンギヤー４４は、上記挿入部回動伝達部材３７のギヤー部３６に噛合する小径の
平歯車であり第２ギヤーである。このピニオンギヤー４４は、シャフト部材４２Ｂの先端
側の同軸上に固設されている。
【００７９】
　ここで、本実施形態においては、伝達部としてのシャフト部材４２Ｂは、上記挿入部回
動伝達部材３７のギヤー部３６（第１ギヤー）から偏心して設けられている。また、シャ
フト部材４２Ｂは、上記ギヤー部３６（第１ギヤー）に噛合して比例回動量を生じさせる
ピニオンギヤー４４（第２ギヤー）と、ピニオンギヤー４４と同軸に配設されると共に、
操作部１２Ｂ内に延出してピニオンギヤー４４の回動に連動して回動する棒状の回動部材
であるシャフト部とを有して構成されている。
【００８０】
　一方、上記シャフト部材４２Ｂの基端側には、回動量検出センサ４１Ｂが固設されてい
る。上記シャフト部材４２Ｂは、操作部１２Ｂの内部において上記メインフレーム３１上
に回動自在に配設されている。なお、上記回動量検出センサ４１Ｂは、シャフト部材４２
Ｂの回動量及び回動方向を検出するセンサである。より詳しく言うと、当該回動量検出セ
ンサ４１Ｂは、シャフト部材４２Ｂのシャフト部（回動部材）の基端部の回動角度を検知
する回動検知センサである。
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【００８１】
　したがって、このような構成により、上記シャフト部材４２Ｂは、挿入部回動操作ダイ
ヤル２６及び挿入部口金３０Ｂの回動を、上記ギヤー部３６及びピニオンギヤー４４を介
して回動量検出センサ４１Ｂへと伝達する役目をしている。
【００８２】
　なお、本実施形態においても、上記回動量検出センサ４１Ｂは、挿入部口金３０Ｂ等の
構成部から離れた位置に配置されるのが望ましい。そのために、シャフト部材４２Ｂは、
長軸方向においてある程度の長さを有する。この場合において、シャフト部材４２Ｂが回
動するとき、その長さが長くなるほど軸振れが生じる傾向がある。そこで、本実施形態に
おいては、シャフト部材４２Ｂの回動時に生じる軸振れを抑止するための軸振れ抑止部材
である軸振れ抑止カバー部材４５を備えて構成している。軸振れ抑止カバー部材４５は、
シャフト部材４２Ｂを覆うように配設されている。その他の構成は、上述の第１の実施形
態や従来の内視鏡及び内視鏡システムと同様である。
【００８３】
　このような構成とした本実施形態の内視鏡においても、挿入部回動操作ダイヤル２６を
回動させると、挿入部１１が同方向に回動すると同時に、上記挿入部回動操作ダイヤル２
６を回動に伴って挿入部口金３０Ｂが回動軸Ａｘ周りに、即ち図１２の矢印Ｒ１方向に回
動する。すると、挿入部口金３０Ｂと共に上記挿入部回動伝達部材３７が同方向に回動す
る。したがって、ギヤー部３６も同方向に回動する。
【００８４】
　これを受けて、ギヤー部３６に噛合しているピニオンギヤー４４がシャフト部材４２Ｂ
の軸周りに、即ち図１２の矢印Ｒ２方向において、上記ギヤー部３６の回動方向とは反対
方向に回動する。これに伴って、シャフト部材４２Ｂもピニオンギヤー４４と同方向に回
動する。
【００８５】
　そして、上記シャフト部材４２Ｂの回動量及び回動方向は、回動量検出センサ４１Ｂに
よって検出される。その検出結果は、ビデオプロセッサ４の制御回路へと伝送され、これ
に基づいて、当該制御回路は、挿入部１１（挿入部回動操作ダイヤル２６）の回動量及び
回動方向に関する情報が算出され、それらの情報は、上述の第１の実施形態で説明したの
と同様に、表示装置５の表示画面上に所定の形態で表示される。
【００８６】
　以上説明したように上記第３の実施形態によれば、挿入部１１（挿入部口金３０Ｂ）の
回動軸Ａｘと、シャフト部材４２Ｂの回動中心軸とを、ギヤー（３６，４４）の噛合によ
って異なる位置となるように（一致しないように）配置する構成としている。そして、ギ
ヤー（３６，４４）によって、挿入部口金３０Ｂの回動をシャフト部材４２Ｂへと伝達し
、このシャフト部材４２Ｂの基端に設けた回動量検出センサ４１Ｂによって、シャフト部
材４２Ｂの回動量及び回動方向を検出する構成としている。
【００８７】
　したがって、シャフト部材４２Ｂ及び回動量検出センサ４１Ｂを、挿入部口金３０Ｂの
回動軸Ａｘから径方向にずれた位置に配置する構成としたので、シャフト部材４２と内部
構造物との干渉を避けることができると同時に、少ない内部空間を有効に活用して回動量
検出センサの配置を効率的に行ない得る。これにより、操作部の大型化や組み立て性の劣
化を抑止することができる。
【００８８】
　また、シャフト部材４２Ｂには、軸振れ抑止カバー部材４５を配設することによって、
当該シャフト部材４２Ｂの軸振れを抑止することができる。したがって、これによりシャ
フト部材４２Ｂの回動量及び回動方向を検出する回動量検出センサ４１Ｂの検出精度の向
上に寄与することができる。
【００８９】
　ところで、操作部に対して挿入部が挿入軸周りに回動自在に構成された内視鏡において
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、回動操作部材による挿入部の回動量を検出するための回動量検出手段の構成例として、
は図１３，図１４に示すような形態のものがある。
【００９０】
　図１３に例示する第１の形態の内視鏡においては、挿入部口金３０側に固設した指標部
材４７と、操作部口金３３側に固設した回動量検出部材（センサ）４６とによって構成さ
れた回動量検出手段の周囲空間を保護する保護部材４８を設けて構成している。
【００９１】
　ここで、指標部材４７は、略円環形状に形成され、挿入部口金３０の基端部に固設され
ている。指標部材４７の表面には所定の目盛り（スケール）が設けられている（不図示）
。この目盛り（スケール）は、当該内視鏡の可撓管部２３の回動角度に応じた位置に設け
られた位置指示部を構成している。
【００９２】
　回動量検出部４６は、操作部口金３３の内周面に固設されている。この回動量検出部４
６からはケーブル４６ａが操作部（１２）の内部に向けて延出している。上記回動量検出
部４６は発光部と受光部とを有する構成される（不図示）。そして、上記回動量検出部４
６において、発光部はスポット光を発する部材であって、当該発光部からの出射光は上記
指標部材４７に向けて出射するように構成されている。また、受光部は、上記発光部から
の出射され上記指標部材４７によって反射された上記スポット光の反射光を受光し得るよ
うに構成されている。
【００９３】
　このような構成により、挿入部回動ダイアル２６が回動されると、指標部材４７は当該
挿入部回動ダイアル２６の回動に応じて共に同方向に回動する。一方で回動量検出部４６
は挿入部回動ダイアル２６に対して回動しない。このとき、回動量検出部４６は、回動す
る指標部材４７の目盛り（スケール）を読み取って、指標部材４７の移動量を検出するこ
とにより、可撓管部２３の回動角度を検出することができるように構成されている。なお
、当該内視鏡において、その他の構成は、上述の各実施形態と略同様である。
【００９４】
　このような構成の第１の形態の回動量検出手段を備えた図１３に例示する内視鏡におい
て、上記回動量検出手段（指標部材４７，回動量検出部４６）の配設部位近傍の空間を覆
うように保護部材４８が設けられている。
【００９５】
　この保護部材４８は、上記回動量検出手段（４７，４８）の周囲空間を、当該内視鏡の
他の内部構造物に対して隔離することによって、当該空間への塵埃，減摩剤等の浸入を抑
止し、上記回動量検出手段（４７，４８）、特に回動量検出部４６のセンサ面（読み取り
面）に塵埃，減摩剤等の付着を抑止し、よって回動量検出手段の検出不良を抑えて回動量
の検出精度の向上に寄与するために設けられる構成部材である。なお、上記減摩剤とは、
内視鏡内蔵物同士の滑り性確保のために各内蔵物に予め塗布されている塗布剤等を指す。
【００９６】
　そのために、保護部材４８は、操作部口金３３の内周面に対して密着固定される円環形
状部４８ａと、この円環形状部から一体に形成され一部が挿入部口金３０の基端部近傍の
内周面に摺接する突状部４８ｂとを有して形成されている。突状部４８ｂには、挿入部口
金３０の内周面に向けて突設し、同内周面に摺接する突起部が形成されている。
【００９７】
　なお、保護部材４８は、例えばシール性のあるシリコンゴム等の素材によって形成され
ている。また、保護部材４８の突起部は、挿入部回動ダイアル２６の回動に応じて回動す
る挿入部口金３０の内周面に摺接している。したがって、保護部材４８の突起部と、挿入
部口金３０の内周面との接触の程度によって回動力量が決定されるように構成されている
。
【００９８】
　また、図１４に例示する第２の形態の内視鏡においては、上記保護部材４８に代えて、
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挿入部口金３０Ａの一部を用いて回動量検出手段の周囲空間を保護する構成としている。
【００９９】
　即ち、図１４に例示する第２の形態の内視鏡においては、挿入部口金３０Ａの外周面に
周溝３０Ａａを有して構成されている。この周溝３０Ａａは、挿入部口金３０Ａが操作部
口金３３に対して挿入配置された状態となったとき、回動量検出手段、即ち指標部材４７
及び回動量検出部材（センサ）４６を配置する空間を形成する。つまり、上記周溝３０Ａ
ａは、回動量検出手段（４７，４８）の周囲空間を当該内視鏡の他の内部構造物に対して
隔離するために形成される部位である。
【０１００】
　この場合において、挿入部口金３０Ａを操作部口金３３に対して挿入配置した状態では
、両者間にはＯ（オー）リング４９が介在している。このＯ（オー）リング４９は、上述
の第１の形態における保護部材４８と同様の機能、即ち上記周溝３０Ａａによって形成さ
れる回動量検出手段（４７，４８）の周囲空間への塵埃，減摩剤等の浸入を抑止し回動量
検出手段の検出不良を抑え、よって回動量の検出精度の向上に寄与する機能を有している
。なお、本形態においても、上記回動量検出手段のうち指標部材４７は挿入部口金３０側
に固設され、回動量検出部材（センサ）４６は操作部口金３３側に固設されている。
【０１０１】
　上述したように、回動量検出部材（４６，４７）の周囲空間を保護するように構成すれ
ば、同空間への塵埃等の侵入を抑止することができ、よって、回動量検出部材（４６，４
７）の検出不良を抑えて回動量の検出精度の向上に寄与することができる。
【０１０２】
　なお、上記第１の形態及び上記第２の形態とも、回動量検出手段において、指標部材４
７を挿入部口金３０側に、回転量検出部材（センサ）４６を操作部口金３３側に固設した
例を示しているが、この例に限られることはない。例えば、指標部材４７を操作部口金３
３側に固設し、回転量検出部材（センサ）４６を挿入部口金３０側に固設するような構成
であってもよく、そのような構成とした場合にも、同様の作用及び効果を得ることができ
る。
【０１０３】
　本発明は上述した実施形態に限定されるものではなく、発明の主旨を逸脱しない範囲内
において種々の変形や応用を実施し得ることが可能であることは勿論である。さらに、上
記実施形態には、種々の段階の発明が含まれており、開示される複数の構成要件における
適宜な組み合わせによって、種々の発明が抽出され得る。例えば、上記一実施形態に示さ
れる全構成要件から幾つかの構成要件が削除されても、発明が解決しようとする課題が解
決でき、発明の効果が得られる場合には、この構成要件が削除された構成が発明として抽
出され得る。さらに、異なる実施形態にわたる構成要素を適宜組み合わせてもよい。この
発明は、添付のクレームによって限定される以外にはそれの特定の実施態様によって制約
されない。
【０１０４】
　本出願は、２０１５年９月３０日に日本国に出願された特許出願２０１５－１９４２２
３号を優先権主張の基礎として出願するものである。上記基礎出願により開示された内容
は、本願の明細書と請求の範囲と図面に引用されているものである。
【産業上の利用可能性】
【０１０５】
　本発明は、医療分野の内視鏡制御装置だけでなく、工業分野の内視鏡制御装置にも適用
することができる。
【要約】
本発明は、二方向湾曲機構と挿入部回動機構とを備えた内視鏡において、挿入部の回動量
検出センサユニットを操作部の内部空間に設けつつ小型化を実現し組立性の向上にも寄与
し得る内視鏡を提供することを目的とし、そのために、本発明の内視鏡は、操作部１２と
、操作部の先端側に長手軸周りに回動可能に連結された挿入部１１と、挿入部の基端部に
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設けられ挿入部の回動を長手軸方向の変位に変換する変換部３０と、変換部により生じた
変位を長手軸方向に伝達する伝達部４２と、操作部に配設され伝達部により伝達された変
位を検出する検出センサ４１とを具備する。

【図１】 【図２】
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【図１０】 【図１１】
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